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『吾妻鏡』に見える地震記事をめぐって
─ 鎌倉武士の地震観 ─
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。其間、彼輩有条々相論
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　いずれも雷鳴と地震が並んでいる記事。と
くに【55】は、明らかに連鎖を意識している
ように思う。「雷鳴一声」とあるが、１発だけ
鳴る雷を「一つ雷」といい、怪異として扱わ
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に読むのが常道だが、とかく自然現象などに
ついては、編者の意図の介在なく記されたと
信じがちである。その点を反省してみる必要
があるかもしれない。
　最後に、もう一つ意外な点は、人々が平然
としていることである。とくにⅣで見たよう
に、地震の後でも何喰わぬ顔をして予定され
た行事を営んでいるかに見える。将軍家や北
条氏に所縁深い寺社には修復の手を差し伸べ
ているものの、市井の復興のことなど一向に
所見がないと言ってよい。それが『吾妻鏡』
の史料的性格によるものか、あるいは近代社
会と異なり、下々の復興など与り知ることで
はなかったのか、はたまた、さしたる被害も
生じなかったためか、それとも、とんと動ぜ
ずなのか？　いずれにせよ、地震大国の中世
びとの在り様は不思議の一句に尽きる18。
₄．むすびにかえて
　今回の拙稿もまた羊頭狗肉であった。それ
でも、事前に予想しなかった知見を二三、見
出すことができたのは、些細なようでもとて
も喜ばしい。言わずもがなのことだが、それ
こそが研究活動の醍醐味であり、教育活動と
根本的に異なる部分である。研究をしたこと
のない者、あるいは、したことがあっても、
実利主義・功利主義に偏した世界に浸る者に
は、このことはわかるまい。いわゆる「知る
よろこび」の実践である。それを貫き通すこ
とができなくなるときが来るならば、そのと
き研究者たる者は、一瓢を携え山に遊ぶしか
ないのだろうか…。そんな想いに嘆息しつつ
筆を収める。
か悪動かの区別しかない。このようなことが
作用していると考えられよう。
　第三に、対応について。これは基本的には
天変と同様で、陰陽師らの勘文を召し、その
意見に従って御祈を行ずる場合が多い。比重
としては、やはり凶兆と捉えるのである。そ
して、徳政の実施が検討されることも一度な
らずあった。それは、本文中にも記したよう
に、地震を神による悪政への警告と考えたこ
とによる。ところが、現実には徳政は実施さ
れなかったらしい。その理由はおそらく、地
震があまりにも突然かつ瞬間的で、単純であ
る、ということであろう。一体どうすれば神
の意思に適するか、十分に判断できなかった
ためではなかろうか。そのように見たい17。
　第四に、前項と関連して、天変などの場合
に見られた如く、吉凶の判断は陰陽師らの支
配するところで、往々にして恣意的だという
こと。そして、そこに人為の介入する余地も
あったのではないかということ。これをあら
ためて指摘する。陰陽師が政治史に果たす役
割を、もっと検証することが必要である。
　第五に、地震が非日常的な営為と連動して
語られているのではないかとの可能性が窺わ
れること。それらは概ね、その行ないを神が
嘉したもうことを表現していると見たい。
　第六に、地震が天体現象や雷鳴などと連鎖
して起こると考えたらしい事例がある。これ
らは、その発生のメカニズムが理解されな
かった時代としては当然であろうし、そこに
またそれぞれの神を見ていたといえよう。
　このように見てくると、『吾妻鏡』の記述に
ついても一石を投じうる。もしも地震が叙上
の如き背景をもって記載されたならば、ある
いは実際とは違った地震記事があるかもしれ
ない。人間の営みをめぐっては史料を批判的
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余を出す市街戦であった。御家人の統轄と刑事事
件の処理に当たる侍所の別当（長官）が義盛で、
その職権を執権が掌握すべく、画策挑発した事件
である。
８ 若宮禅師公暁といえば、かの将軍実朝暗殺（７
年前）の張本人である。その日のうちに当人も殺
されたから、これは別人の自称に過ぎない。しか
し、奥州白河のならず
4 4 4
者がそのように名乗ること
自体、いささか不審ではなかろうか。実はただの
不良グループに過ぎなかったものを謀叛の輩に仕
立てあげ、揺さぶりを掛けんとする策動があった
のではあるまいか。それが陰陽師の占文と連動し
ているように思われる。
  ちなみに、京・鎌倉間の急使は概ね３日以内に
到着する。白河・鎌倉間は距離的に約半分で、山
河の艱難も少ない－たとえば、東北自動車道白河
ICまでの間には一つもトンネル（で超えるよう
な山）がない－。27日の合戦がほんとうに謀叛で
あったなら、30日に参上した飛脚は、むしろ遅す
ぎる。
９ ８月14日、地震を理由として改元があり、元暦
2年から文治元年となった。そもそも、この勅使
はそれを伝える下向と見られる。京では他に特段
の対策を実施しなかったらしいが、それにしても
関東からのこの進言は、片腹痛しの感がある。崇
徳院は保元の乱（1156年）で讃岐に流されて崩じ、
直後から荒ぶる怨霊として畏怖された。されば、
それが冤罪、少なくとも非業の最期であることを、
当時の人々は承知していたのである。
10 たしかに当年は地震が頻発した。正月14日を皮
切りに９回、『吾妻鏡』に記録されている。ただし
前半に多く、この記事の前は９月３日からしばら
く間が空いている。15日に他の天変をも併せて御
祈が行なわれたが、徳政は別に発せられなかった
ようである。
11 記事中にある大慈寺供養は、この年の10月１日
に行なわれた大修理落慶供養である。同寺は実朝
が栄西を導師に招いて開創。以後、代々の北条氏
によって次第に寺容が整えられたが、室町後期以
降、廃絶した。鎌倉市十二所、明王院の東側一帯
と推定される。このときは創建40余年を経ていた
注
１ 『吾妻鏡』の収録年次は、治承4年（1180）より
文永３年（1266）に至り、途中12か年分を欠く。
ゆえに、年数としては74か年。この間、重複を除
き210余件、地震の記述がある。ただし、「去る何
月何日の地震」というような記事もあるので、地
震の回数としては200ほど。ちなみに、ほぼ同時
代の『玉葉』（九条兼実の日記）では、38か年に
60件。記事の頻度は明らかに『吾妻鏡』のほうが
上回っている。
２ 社僧とは、神社に建立された神宮寺に住して仏
事を修する僧をいう。神仏習合思想の産物である。
また、鹿島神は古くヤマト政権の東国経営の拠点
を神格化したものだが、軍神として尊崇された（茨
城県鹿嶋市所在）。
３ 帝釈天はインド古来の最高神の一つ、インドラ
神が仏教に取り込まれ、仏法を守護する善神、ひ
いては仏法の行なわれる国を鎮守する護国神と
なったとされる。
４ 義経は、この年３月、壇ノ浦に平氏を滅亡させ
て凱旋。少なくとも京においては、英雄として得
意の絶頂にあった。一方、鎌倉では義経を警戒す
る動きが強まり、頼朝との関係も悪化しつつあっ
た。いわゆる腰越状の一件（義経が腰越まで来な
がら鎌倉入りを許されず、頼朝宛に愁訴の書状を
出した）が５月にあり、10月には叛旗を翻すこと
になる。鎌倉武士の間では義経に対する評価が揺
れている時期で、それを思うと、この記事はすこ
ぶる含蓄に富む。なお、文献３ではこの地震を
M7.4と推定している。
５ 仏厳上人は京の医僧。伝は必ずしも明らかでな
いが、九条兼実の日記『玉葉』に頻出し、顧問的
役割を担っていた。
６ 時日はやや離れるが、翌年３月に後白河法皇が
崩ずる。「大葬」の文言から推すと、二次的編述
史料としての『吾妻鏡』の編者の脳裏には、この
事実が去来した可能性もある。
７ この年２月、執権北条義時に対する謀叛の廉で
和田義盛の子息らが捕われたことに端を発し、義
盛が挙兵して敗れた事件を和田合戦と呼ぶ。和田
方の討死142名、幕府方も死者50名、負傷1000名
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18 実は今回省いたけれども、「平然としている記
事」という分類でメモしたものも10件ほどある。
地震の当日に、彼らは実に淡々と「布に准じて銭
を用いよ」と命じたり、５年前の承久の乱の恩賞
を沙汰したりしているのである。
参考文献（順不同）
文献１：『新訂増補国史大系　吾妻鏡』（普及版。東
京、吉川弘文館、1978－79）
文献２：永原慶二監修・貴志正造訳注『全譯吾妻鏡』
（東京、新人物往来社、1976－79）
文献３：国立天文台編『理科年表』平成20年版（東
京、丸善、2007）
文献４：佐藤和彦・谷口榮編『吾妻鏡事典』（東京、
東京堂出版、2007）
ため、大々的な修理が行なわれ、善美を極めたと
いう。
12 伊豆山神社は静岡県熱海市にあり、走湯権現と
称する。また、箱根神社は神奈川県箱根町に存す
る。両社とも、東国において古来、尊崇されてき
た。三島神社（静岡県三島市）を加えて三所とす
ることも多い。
13 永福寺は鎌倉市二階堂にあった寺院。奥州征伐
の後、義経や藤原泰衡ら戦没者の慰霊のため、頼
朝によって建立された。名のとおり二階建ての大
堂で、平泉の中尊寺大長寿院を見て企図したとい
う。15世紀中頃まで存続したのち廃絶したが、発
掘調査により、往時の偉容がよく知られている。
14 地震の原因が帝釈天にあるという記述が【₂】
に見える。注３に記した如く、帝釈天はもともと
インドラ神とされ、インドラ神は実は雷神である。
このことが何らかの影響を与えているかもしれな
い。
15 古来、夜明けを以って一日の始点とする習慣が
あった。考えてみると、これは現代でも生き残っ
ている。一例が列車の時刻で、午前零時を過ぎて
発車するものも、翌日の始発とは呼ばない。善良
なる市民は眠っている時間であるから、ふつうの
生活の上では、このほうが合理的とも言える。史
料を読むときに注意を要する点である。
16 連日というのは、この年は正月にも客星（星の
無い場所に突然現れるもの。現代に言うところの
超新星－星の最期－が多い）が出現し、２月にか
けて大騒ぎとなっていた。本件の彗星は他の諸書
にも記録があり、京でも見られたから、たしかな
記事である。
17 やや踏み込むならば、それが武家政権の限界
だったといえよう。鎌倉幕府の支配の及ぶ範囲は、
承久の乱以降、地理的には全国に広がったものの、
基本的に御家人の所領に限られる。公家・寺家・
社家は、原則としてその範疇にない。そして、如
何に武力を以って朝廷に優越しても、将軍はあく
までも天皇によって補任される臨時職である。こ
の事実を想起する必要があろう。つまり、公武寺
社の別なく地面が震動しては、幕府が有効に実施
しうる徳政などありえなかったのである。
